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■3 定期刊行物や臨時増刊の別冊等、豊富な発行実績のある自社出版物。■4『S-
style』『Kappo』の編集長はいずれも女性。柔軟でしなやかなマネジメント力、
豊かな実績に裏付けされた発想力が媒体に息づく。■5「読者の皆さんや企
業・自治体のお客様など、地域の皆様に支えられて今の『プレスアート』があ
ります」と話す今野勝彦代表取締役社長。■6 限られた勤務時間を効率的に使
うため、打合せは長時間にならないようスタンディングで行うことも多い。

■1『プレスアート』では、自社以外のあらゆるメディアとの連動が可能。
「お客様にとって最良の課題解決策とは何か」を突き詰めて熟慮し、オ
ンリーワンの施策を企画・実施することができる。■2 セールスプロモー
ション事業の制作事例の一部。自社媒体とコラボした自治体や企業のガ
イドブック、イベントの印刷制作物等、さまざまな実績がある。

一見華やかな編集職だが、膨大な情報の
精査や書き上げた原稿の校正等、地道な
業務も重要だ。

次代を見据えたビビッドな情報で
宮城のマスメディアを牽引する

株式会社プレスアート
メディア出版事業／セールスプロモーション事業／コミュニティ放送事業
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■設　　立  1972年5月
■代　　表  今野勝彦
■資  本  金  7,000万円
■従業員数  32人（男18人／女14人）

　　　　　  ※株式会社仙台シティエフエム含む

〒984-8516
仙台市若林区土樋103
TEL／022-266-0911
FAX／022-266-0913
https://www.pressart.co.jp/

求 人 情 報会 社 情 報
■初 任 給
■福利厚生

■休日休暇

■職　　種

205,000円～
健康保険、雇用保険、労災保険、厚生年金保険、従業員持株会、慶
弔見舞金制度、保養施設、社内懇親会（ビアパーティ、ボウリング
大会、社員旅行）など
週休２日制（土・日曜）※祝日がある週は土曜出勤、祝日、夏期休暇、 
年末年始休業、年次有給休暇（初年度10日間）、慶弔休暇、産前産
後休業、育児・介護休業など
営業職、編集職（編集・制作・ライター）

■インターンシップ受け入れ／あり（要相談）　■大学生アルバイト受け入れ／あり
■採用担当者連絡先／TEL022-714-8311（株式会社ユーメディア内）
　　saiyo@u-media.jp

■CORPORATE
　RESEARCH

□ 会社案内請求
□ 自社説明会
□ 会社見学

マイナビ リクナビ

採用ページはコチラから

077 076株式会社プレスアート みやぎで働く！
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９
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２
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■4 期末に開催される「プレスアート・ラジオ３アワード」では、一年間の功績を社員同士で称え合う。

■1 顧客のニーズをつかみ、二人三脚で解決策を導く営
業職。顧客との信頼関係の中に仕事の喜びが感じられ
る。■2 頭の中にあるイメージをカタチにする過程は、制
作の中でも楽しくかつ難しい、やりがいのある業務だ。
■3 編集スタッフは企画・編集はもちろん、取材も撮影も
こなす。どのスキルも入社後学べるので安心だ。
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卓抜したチームワークでニーズに応える情報を発信

■5 『日刊せんだいタウン情報S-style 
WEB』では、イベントやキャンペーン
の情報をオンタイムで配信。メディア
を使い分けながら、効果的な情報発信
を行っている。■6『ラジオ3』のスタッ
フは企画・編成を行うほか、自ら番組
を持ちマイクの前に立つこともある。

■7「2019年度メディア説明会」を開催。在仙の広告代理店との関係を強固にし、さら
なる飛躍を目指す。

　プレスアートの営業職の一番のやりがいは、自社が誇る媒体広告を
通じて、様々な提案ができることだと思います。クライアントに偏りが
なく、飲食店をはじめ様々な職業の方とお仕事ができるのも魅力の一
つ。本誌を見ていただいた方はすでにお気づきかと思いますが、本当
に多くの職種が掲載されています。そして、その多くはS-styleやKappo
ではあまり見ない顔ぶればかり。私は入社してから約半年間は、この
『みやぎで働く！』の営業を中心に動いてきました。電話を掛けること
や、一人で営業に行くのも慣れるまでは何度も心が折れそうになりま
したが、これまでやってきたことが実って新規営業は社内で1位になれ
ました。この結果を弾みに、さらにがんばっていきたいと思います！

【名前】近 光流　【在籍年数】8ヵ月
【配属】営業局マーケティング部

カタチとなり残る仕事
営業は人と人をつなぐ窓口です

profile

会社に行くのが

楽しいです

　私が仕事のやりがいを感じる瞬間は、「S-styleの感想を聞く」時で
す。S-style編集部では、取材撮影や原稿作成はもちろん、書店への雑
誌の配送やプロモーションの企画立案まで、すべて自分たちで行って
います。だから雑誌が完成した時はとってもうれしい！　完成した雑誌
が書店に並んでいる光景をみると達成感を感じます。また、ありがた
いことに友人や家族が「今月号すごく読み応えあったよ！」「S-styleに
載っていたあのお店に行ってみたい」などS-styleの感想を伝えてくれ
るんです。この瞬間に「がんばってきてよかった」「今月も素敵な雑誌
を作ることができた」とやりがいを感じます。最近は、「もっと感想を
聞きたい！」と思い、書店でS-styleを見つけるたびに友だちに見せびら
かして感想を求めています（笑）。

【名前】髙橋有沙　【在籍年数】8ヵ月
【配属】編集局S-style編集部

S-styleを書店で見つけるたびに、
周りに自慢しちゃいます（笑）

profile

毎日が

ワクワクです！
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会社に入社して、
一番やりがいを感じたことは？

先輩インタビュー

079 078株式会社プレスアート みやぎで働く！


